
新潟市教育委員会

ROAD TO 2022

コミュニティ・スクールの推進

～新潟市の未来を託す子どもの豊かな成長のために～
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これからの社会をたくましく生き抜く力の育成

課題や環境の複雑化、多様化

人口減少、高齢化
グローバル化、超スマート社会

誰も経験したことのない社会

いじめの原因の多様化
不登校の原因の多様化
児童虐待の増加
ヤングケアラーの増加
ＩＣＴ教育の推進による弊害

私たちの未来

学校の枠を超え、「地域全体を学びのキャンパス」に

大切にしたい子どものたちの学び、経験

学校の学びが生活の中で
生かされた経験

挑戦した成功経験と
失敗から学ぶ経験

自らの成長を
見出す力

挑戦し続ける力
学びに向かう

意欲

これからの未来を生き抜く子どもたちのために

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度）

地域全体で目標を共有し、保護者、地域が学校運営に参画

地域と学校が一体となって【地域総がかり】で「地域の未来を託す子ども」をともに育てる

多様な立場、考えの人と
協働できる経験
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地域と学校の姿

ROAD TO 2022



ROAD TO 2022

学校運営協議会と地域学校協働活動との関係
（地域と学校パートナーシップ事業）
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コミュニティ・スクールによる各施策への波及効果

環境保全
歴史・文化・
芸能の伝承

商店街等の
にぎわい創出

地域の
魅力発信

健康増進
地域防災力

向上

コミュニティ・スクールを新たな事業ツールとして捉え、地域の諸課題をより効果的に解決することが可能

学校運営協議会

保護者、地域、学校において

学校運営
～地域とともにある学校の姿～

地域と学校パートナーシップ事業

「学校運営の基本方針」の
共有

「社会に開かれた
教育課程」の実現

「地域総がかり」で
子どもの成長を支える体制

CSの取組みにより、

学校だけでなく地域課題
の視点を踏まえた運営
（学校運営の深化）
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葛塚中学校・葛塚東小学校

トライアングルプロジェクト

小・中学生の学校運営協議会への参画

タブレットを活用した小・中学生と
学校運営委員との協議



区や地域と
の協働

地域と学校
パートナー
シップ事業
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白南中学校 総合的な学習の時間

「大好きにいがた」～他人事から自分事へ～
令和4年度

総合的な学習の時間

南区社会教育協議会の方々から
白南中学校区の課題や実態を学ぶ

地域課題との出合い

地域課題の中から気になったことや
興味をもったことを調べ、ワーク
ショップを開く

自己の課題との出合い

地域の中で何ができるかを考え、生
徒や地域の方からアドバイスをいた
だく

解決策を練る

自分たちの考えた企画を地域の
方々に提案する

企画を提案する

１ 取組の重点
⑶地域の一員として、地域に学び、

地域とかかわり、地域に誇りをも
つ生徒の学習活動を推進する。

① 地域や保・小学校、児童館等と
連携し、協働した様々な活動を行
うことを通して、生徒の自己有用
感を育むとともに、「生徒が元気に、
学校が元気に、地域が元気に」を
実現する。

③ SDGsの視点や「地域福祉アクショ
ンプラン」や「南区地域カルテ」な
ど地域課題を踏まえた総合的な
学習の計画の見直しと改善を行う。

令和3年度
学校教育ビジョンの承認

生徒の学び

自己有用感

地域の一員として
の意識の醸成

地域課題の
解決

地域の活性化
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